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図書館って 

どういう 

ところ？ 

 
 

静岡市には図書館が１１館あります 

 

１１の図書館はネットワ

ークでつながっているの

で、どこでも借られ、どこ

へも返せます 

 

それぞれの図書館は、地域

の特色を活かした活動を

したり、分担して分野別の

資料を集めたりしていま

す 

 

遠くの図書館にある本を、

家の近くの図書館で借り

ることもできます 

 

 

静岡市の１１の図書館 

中央図書館 

御幸町図書館 

南部図書館 

西奈図書館 

長田図書館 

藁科図書館 

北部図書館 

麻機分館 

清水中央図書館 

興津図書館 

蒲原図書館 

 



図書館は、みんなが自由に

過ごすことのできる広場

です。大人でも子どもでも

使えます。予約もいりませ

ん。 

入場料もとりませんし、借

りるのも無料です。 

 

だから、子どもたちの居場

所になります。調べ学習の

お手伝いもしますし、学校

図書館も応援します。 

 

静岡に住んでいなくても、

外国人でも使えます。とい

うことは・・・あなたも、

よその街の公共図書館を、

自分の書斎のように使う

ことができるのです。 

 

 

 

図書館は資料を集めます 

 

同じ本でも、大きさが違っ

たり、改訂版が出れば、そ

れもそろえます 

 

雑誌や新聞のバックナン

バーも揃えます 

ＣＤやカセット、点字の本

や紙芝居もあります 

今は使われていないＬＰ

レコードだって、ちゃんと

保存しています 

 

こんな風に図書館が色々

集めてくれているおかげ

で、私たちは、値段の高い

豪華本を読んだり、１０年

前の古い雑誌や新聞記事

を探したりできます 

 

意見の違う本を読み比べ

たり、ネットで調べた情報

をチェックしたりもでき

ます 

 

 

 



図書館は本を探します 

 

図書館のコンピューター

には、本の書名・著者名、

ＣＤの作曲者名・演奏者名

など、沢山のデータが入っ

ているので、いろいろな方

法で探すことができます 

 

インターネットでは、静岡

市だけでなく、県立図書館

のものも、県内の他の市立

図書館のものも探せます 

 

でも、本の題名を間違って

覚えることもありますし、

作者を忘れてしまうこと

もあるでしょう 

 

コンピューターは機械な

ので、一文字違っているだ

けで「ありません」という

返事が返ってきてしまい

ます 

 

そんなとき、力になってく

れるのが図書館員です（司

書と言います） 

 

図書館サービスは人だ！ 

と言われるゆえんです 

 

図書館員は本の情報を集

めます 

 

図書館サービスは人！ 

なのですから、図書館員の

能力が図書館サービスの

レベルを決めるのです 

 

だから、熱心な図書館員は、

自分で勉強したり、研修に

出たり、新しい知識を学び

ます 

 

私たちはそんな図書館員

を応援します 

 

 



困ったときは図書館へ 

 

図書館には私たちの生活

に役立つ本が揃っていま

す 

 

自炊を始めたら料理の本 

病気になったときは医学

事典や闘病記、就職すると

きはマナーの本、赤ちゃん

が産まれたら、もちろん絵

本 

 

家を建てるとき 

介護をしなければならな

くなったとき 

引っ越しをするとき 

子どもがいじめにあった

とき 

失業したとき 

 

困ったことがあったら、い

つでも図書館に行きまし

ょう 

 

困ったときにはいつでも

助けてくれるのが図書館

です 

 

 

図書館の暗号？ 
 
図書館では、本もＣＤも分
類番号で並んでいます。 
ＮＤＣ（日本十進分類法）
の分類番号です。 
 
分類順にならべていくと、
同じテーマの本は同じ棚
に集まるので、探しやすく
なるのです 
 
数字のほかに記号もつい
ています。たとえば「Ｓ」
はｓｈｉｚｕｏｋａの略
で、この記号のついは本は、
静岡に関連した本を集め
た「地域資料コーナー」に
あります。 
 
コンピューターで検索し
た本を探すときも、この分
類番号をたどっていきま
す 
 
だから、間違ったところに
返すと、図書館にあるのに
探し出せなくなってしま
うのです 
 
図書館の暗号が解読でき
たら、本を捜すのがずっと
楽しくなりますよ 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共図書館は、市民の税金

で運営されています。本や

ＣＤを買うのにも、図書館

を開いておくにも、大型コ

ンピュータを動かすのに

も、沢山のお金がかかりま

す。 

 

静岡市の全予算の中から、

どれだけを図書館に使う

か、市役所が予算を割り当

て、議会が議論して決めま

す。 

 

市民の「学ぶ力」を大切に

している自治体では、予算

の１％を図書館費にあて

ることが、ひとつの基準に

なっています。 

 



図書館は利用者のプライ

バシーをまもります 

 

図書館は、私たち利用者の

「知る権利」「知る自由」

を守るために、いろいろな

ルールを決めています 

 

資料は公平・中立に集める、 

誰でも自由に利用できる、 

借りるのにお金はいらな

い、 

などなど 

 

利用者のプライバシーを

守ることも、大事なルール

の一つです 

 

誰が何を借りたか、いつ図

書館を利用したか、そんな

情報は外部に漏れないよ

う、しっかり管理し、終わ

れば、記録はすべて消して

しまいます 

 

 

 

引用コミック 

「ライブラリー・シンドローム」 

しの なおみ 作 

図書館問題研究会・大坂支部発行 

 

 

 

コミックの引用を承諾下さった 

しの なおみ様 

ありがとうございました 
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